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1

場所打ち杭φ1000x11000

累加距離

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ桁

設計基準強度

許容曲げ応力度

許容引張応力度

最小必要圧縮強度

最大骨材

引張強度

降伏点

片こう配すり付図

設計許容応力度

初期応力度

後沢橋　撤去一般図

後沢橋　撤去一般図

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

№
0 №

1

№
-1

至
　

青
森

至
　

仙
台

Ds4

Ds3

Dvm

Ds1

DLm

Ds4

Ds3

Dvm

Ds1

DLm

Ds4

Ds3

R1B2
-1

H=29.
259m

dep =
 21.4

5 m

Ｎ値
0 1020304050

3/34

8

13

12

4/31

20

19

28

30

23

14

16

26

26

23

39

38

41

35

46

30

0.00
0.20

2.35

6.00

8.85

16.10

21.45

R1B2
-2

H=29.
489m

dep =
 21.5

0 m

Ｎ値
0 1020304050

2

3/35

10

9

21

8

12

5

11

23

24

18

23

27

17

30

31

50

50/29

42

39

0.00
0.40

3.30

6.50

9.70

15.90

21.50

200250

施工箇所        

橋　長  52760

橋　長  52760

30 30
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D.L = 10.000

0.3%

2%2%

平  面  図 S=1:400

側  面  図 S=1:400

標準断面図 S=1:100

5
00

8
10
0

8
50 4
50

5
00
0

4
50 3
50

5
00

支間長  12100 支間長  29000 支間長  11600

桁　長  52700

支間長  12100 支間長  29000 支間長  11600

30桁　長  5270030

1
00

9
50 1
20

50

200 250

7650

500 350 450 5000 450 850 500

8100

後沢橋　橋面撤去工一般図

走行車線

45003500

ML

3000750 7503500 3500 3500 3500 750 22507502250

(下り線） (上り線）

3500

車線規制

3500 3500

伸縮装置
橋面撤去工

　落下物防止柵Ｄ
橋面撤去工

落下物防止柵,複合鋼製高欄

・鋼製高欄

橋面撤去工

伸縮装置
橋面撤去工

伸縮装置
橋面撤去工　　

4
70
0

24500

鋼製高欄
橋面撤去工

　落下物防止柵Ｄ
橋面撤去工

鋼製高欄
橋面撤去工複合鋼製高欄

橋面撤去工
橋面撤去工

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し

（TypeA）縁石

夜間作業前部分撤去

(落下物防止柵・複合鋼製高欄

・鋼製高欄）

夜間作業前

部分撤去
夜間作業前

部分撤去

夜間作業前

部分撤去

夜間作業前

部分撤去

夜間作業前部分撤去

夜間作業前部分撤去

夜間作業前部分撤去
夜間作業前部分撤去

夜間作業前部分撤去

夜間作業前部分撤去

後沢橋　橋面撤去工一般図

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

複合鋼製高欄

STA.487 + 40.000

STA.487 + 50.000

STA.487 + 60.000

STA.487 + 65.000

№
0 №

1

№
-1

10600 4000 24000 4000 10100

52700

切断位置　　　　　切断位置　　　　　

9
00

2
00
0

20
1
75
0

25
25

3
50

50

9
00

2
00
0

20
1
75
0

25
25

3
50

50

10600 4000 24000 4000 10100

落下物防止柵Ｄ-52700

固
定
柵
-
55
0

10600 4000 24000 4000 10100

落下物防止柵Ｄ-52700

至
　

青
森

至
　

仙
台

伸
縮
装
置
-
5
00
0

伸
縮
装
置
-
5
00
0

固
定
柵
-
1
05
0

開
閉
柵
-
55
0

開
閉
-
1
05
0

複合鋼製高欄-52700

複合鋼製高欄-52700

鋼製高欄-52700

鋼製高欄-52700

車線規制

3000 3000

25400 10001000

27400

主桁撤去延長　26400

施工箇所        

走行車線中央分離帯

橋　長  52760

橋　長  52760

3030

ｱｽﾌｧﾙ舗装版取壊し

（TypeA）

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し

（TypeA）縁石

夜間作業前部分撤去

(落下物防止柵・複合鋼製高欄

・鋼製高欄）

数量表　
数 量単位 備　　考種　　別

鋼製高欄

ｍ

ｍ

後沢橋（既）

10.0

105.4

複合鋼製高欄 ｍ

ｍ落下物防止柵Ｄ

伸縮装置

単価表の項目

橋　面　撤　去　工
105.4

105.4

１式当り

ｍ開閉柵 1.6

ｍ固定柵 1.6
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後沢橋

後沢橋

眩光防止板 Type Ai(撤
去・設置)-13(C.t.C 

4.0)

敷鉄板(設置・撤去)-148.6m2
Gr-Am-Mo(撤

去・設置)-50.00
DEL-(O)-A2-

5-2(C.t.C 5
0.0)

中央分離帯開口部-50000

STA.487+10.
00～STA.487+60.

00

4
87

4
88

24500

(下り線） (上り線）

Gr-Am-Mo

①撤去前

②ＯＶ撤去時

③復旧時

敷鉄板

側　面　図

DEL-(O)-A2-5

M16×35

ビ－ム 4.0×350×75×4330

7
50

2000 2000 2000

1
50

6
00

4
00

1
50
0

2000

50
3
00

50

750

着脱支柱φ114.3×4.5

支柱φ139.8×4.5

1
15
0

平　面　図 S=1：75

S=1：75 断　面　図 S=1：75

※ＯＶ撤去時にはGr-Am-Moのビーム、着脱支柱を撤去し、終了後に復旧する。

Gr-Am-Mo

M20×145

眩光防止板 Type Ai

    DEL-(O)-A2-5

   眩光防止板 Type Ai

Gr-Am-Mo
  DEL-(O)-A2-5

24500

(下り線） (上り線）

24500

(下り線） (上り線）

通行止規制（Ｙ）

通行止規制（Ｙ）

通行止規制（Ｙ）

   眩光防止板 Type Ai

後沢橋　中央分離帯撤去復旧図

断面図 S=1:300平面図 S=1:1000

後沢橋　中央分離帯撤去復旧図

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

数量表　
数 量単位 備　　考種　　別

眩光防止板 Type Ai（撤去・設置）

ｍ

基

後沢橋（既）

50.0

13

DEL-(O)-A2-5（撤去・設置） 基

㎡敷鉄板（設置・撤去）

Gr-Am-Mo（撤去・設置）

単価表の項目

中央分離帯撤去復旧工
2

148.6

１式当り
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PU
generator

S=1:400後沢橋　撤去手順図（１）（参考図）

走行車線

4500

１．橋面工撤去 ・ｱｽﾌｧﾙ舗装版取壊し

・縁石撤去

・伸縮装置撤去

・複合鋼製高欄撤去

・落下物防止柵部分撤去

・壁高欄部分撤去

・鋼製高欄部分撤去

・車線規制（昼間） ・高所作業車

・クレーン付きトラック

3500

3000750 7503500 3500 3500 3500 750 22507502250

(下り線） (上り線）

6500

車線規制

3500 6500

２．側径間転倒防止工・ベント組立 ・タイロッド固定

・仮設アンカー工

・ベント組立

・車線規制（昼間） ・高所作業車

・25ｔﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

(下り線） (上り線）

24500

５．主桁（中央径間）撤去工（夜間通行止め）

・Gr-Am-Mo撤去

・眩光防止板撤去

・視線誘導標撤去

・敷鉄板設置

・多軸式台車移動搬入

・通行止規制（Ｙ） ・ワイヤーソー

・多軸式台車

・デッキリフト

・ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

・鉄板運搬車両

(下り線） (上り線）通行止規制（Ｙ）

４．多軸式台車・デッキリフト組立（撤去ヤード） ・敷鉄板敷設

・多軸式台車組立

・デッキリフト組立

・トラッククレーン

・ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

・運搬トレーラー　　撤去桁仮置き準備（撤去ヤード）

45003500

3000750 7503500 3500 3500 3500 750 22507502285

(下り線） (上り線）

6500

車線規制

3500 6500

後沢橋　撤去手順図（１）（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

450035006500

車線規制

3500 6500

Gr-Am-Mo(さや管)

敷鉄板

車線規制

3000750 7503500 3500 3500 3500 750 22507502250

車線規制

車線規制

1:
1.
5

1:
0.
5

1:1.4

3600
3600

３．水路部分撤去・中央径間撤去準備 ・水路部部分撤去

・切断用孔削孔

・車線規制（昼間） ・25ｔﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

・4ｔ積ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯyｸ

・高所作業車

・ｸﾚｰﾝ付きﾄﾗｯｸ

・ｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝ

6000
　敷鉄板

6000
　敷鉄板

走行車線中央分離帯

走行車線 走行車線中央分離帯

走行車線 走行車線中央分離帯
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PU
generator

S=1:400後沢橋　撤去手順図（２）（参考図）

24500

4500

９．斜材部（側径間）撤去工
・仮設防護柵設置

・敷鉄板設置

・主桁、斜材切断

・撤去桁、部材運搬

・車線規制（Ｒ） ・ワイヤーソー

・75ｔﾃﾚｽｺｸﾚｰﾝ

・運搬トレーラー

車線規制（Ｒ）

3500

(下り線） (上り線）

6500

走行車線

3500 6500

車線規制（Ｒ）

１０．下部工撤去工 ・小橋台、端部桁撤去

・斜材撤去

・撤去ヤードへの運搬

・橋脚フーチング撤去

　（別途工事）

・車線規制（Ｒ） ・ブレーカー

・ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

・運搬トレーラー

1:
0.

5

1:
1.
51:1.4

1:0.5

１１．撤去桁小割作業(撤去ヤード） ・コンクリート小割

・運搬トラック積込み

・コンクリート塊

　小割作業

（撤去ヤード）

（昼間）

・ブレーカー

・ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

・運搬トラック

　　コンクリート塊搬出（撤去ヤード）
　　撤去ヤード片付け

　　75ｔテレスコクレーン

24500

６．主桁（中央径間）撤去工（夜間通行止め） ・主桁切断

・撤去桁運搬

・通行止規制（Ｙ） ・ワイヤーソー

・多軸式台車

・デッキリフト

(下り線） (上り線）

通行止規制（Ｙ）

24500

８．中央分離帯復旧工
・敷鉄板撤去

・Gr-Am-Mo復旧

・視線誘導標復旧

・眩光防止板復旧

・通行止め規制（Ｙ） ・ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

・運搬トレーラー

・ユニック車

(下り線） (上り線）

７．撤去桁取下し仮置き（撤去ヤード）
・撤去桁２分割切断

・デッキリフト解体

・多軸式台車解体

・通行止め規制（Ｙ） ・トラッククレーン

・ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

・運搬トレーラー　　多軸式台車・デッキリフト解体・搬出

後沢橋　撤去手順図（2）（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

　　（別途工事）

Gr-Am-Mo(さや管)

敷鉄板

Gr-Am-Mo
    DEL-(O)-A2-5
   眩光防止板AI

　　下部工小割作業（撤去ヤード）（別途工事）

1:
0.

5

1:
1.
51:1.4

1:0.5

24500

車線規制（Ｒ）
(下り線） (上り線）

6500

車線規制（Ｒ）

敷鉄板-6000 敷鉄板-6000

敷鉄板-6000

16600

16
60
0

750 2250 3500 3500 750 3000 750 3500 3500 2250 750

750 2250 3500 3500 750 3000 750 3500 3500 2250 750

750 2250 3500 3500 750 3000 750 3500 3500 2250 750

　　75ｔテレスコクレーン

　　ラフテレーンクレーン　　　　ラフテレーンクレーン

　　（撤去ヤード）

通行止規制（Ｙ）

　　仮設防護柵
Ｈ鋼基礎型

　　仮設防護柵
Ｈ鋼基礎型

　　仮設防護柵
Ｈ鋼基礎型

　　仮設防護柵
Ｈ鋼基礎型

45003500 3500 6500 敷鉄板-6000

走行車線中央分離帯

走行車線 走行車線中央分離帯
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敷
鉄
板
-
7
2ｍ

2

敷
鉄
板
-
7
2ｍ

2

敷
鉄
板
-
7
2ｍ

2

1:
1.
5

1:
0.
5

1:1.4

1:
0.
5

STA.487 + 40.000

STA.487 + 60.000

STA.487 + 65.000
B3-18

側  面  図 S=1:400

標準断面図 S=1:100

最大撤去重量

S=1:400平  面  図

　６．６

　５．７５

　４．５

　３．６

　２．９

　２．４

　１．９５

　６．９

　６．０５

　４．７５

　３．８

　３．１

　２．５５

　２．１

　６．８

　６．０

　４．７５

　３．９

　３．２

　２．６５

　２．２

(単位：ｔｏｎ）

３０．５１６．４ ２３．４５

１２．０

１１．０

１０．０

  ９．０

  ８．０

  ７．０

  ６．５

（ｍ）

作業半径

  ２５ｔ吊　ラフテレーンクレーン
メインブーム       定格総荷重表
（アウトリガー中間張出：３．６ｍ －側方－）

メインブーム長さ（ｍ）

高所作業車高所作業車

２５ｔ吊ラフテレーンクレーン２５ｔ吊ラフテレーンクレーン

４ｔ積ダンプトラック

２５ｔ吊ラフテレーンクレーン
２５ｔ吊ラフテレーンクレーン

高所作業車高所作業車

0.9ｔ×1.2(安全率)=1.1ｔ

２５ｔ吊ラフテレーンクレーン

後沢橋　水路部事前撤去図（参考図）

D.L = 10.000

2%2%

0.3%

GL=29.319

5
00

8
10
0

8
50 4
50

5
00
0

4
503
50

5
00

8
10
0

9
50

桁　長　52700

支間長　29000 支間長　11600支間長　12100

3600
3600

3600

3600

3600

3600

R90
00

R9000

R9
00
0 R9000

(上り線）

車線規制

3500 6500

走行車線

24500

車線規制

35006500

走行車線

(下り線）

支間長　12100 支間長　29000 支間長　11600

桁　長　52700

264001300 1300

10001000

26400

500 350 450 5000 450 850 500

8100

275 350 450 700 375 700 375 700 375 700 375 700 450 850 275

1925

7650

4@1075=43001425

地覆部分撤去

0.121m2

水路部分撤去

0.206ｍ2

水路部切断

0.352ｍ2

アスファルト舗装版取壊し

1
5
0

7
0
0

壁高欄部分撤去

0.159m3

後沢橋　水路部事前撤去図（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

縁石撤去

0.026m2

壁高欄部分撤去

0.159m3

縁石撤去

0.026m2

水路部分撤去

0.022m2

2
2
5

1
5
0

100

6
0
0

5
6
3

2
2
5

1
5
0

6
0
0

5
6
3

地覆部分撤去

0.121m2

水路部分撤去

0.206ｍ2

水路部切断

0.633ｍ2

水路部分撤去

0.022m2

100

125

125

2
0
0

2
0
0

200

5
8
0

1
7
0

250 250

5
8
0

1
7
0

2
0
0

2
0
0

6000

敷鉄板

6000

敷鉄板

4500

中央分離帯

２５ｔ吊ラフテレーンクレーン

４ｔ積ダンプトラック

(上り線）

車線規制

3500 6500

走行車線

24500

車線規制

35006500

走行車線

(下り線）

6000

敷鉄板

6000

敷鉄板

4500

中央分離帯

４ｔ積ダンプトラック
４ｔ積ダンプトラック

敷
鉄
板
-
7
2ｍ

2

200

施工箇所        

橋　長　52760

t=5～10㎝

橋　長　52760

30 30

30 30

数量表　
数 量単位 備　　考種　　別

支保工

ｍ3

箇所

後沢橋（既）

18.0

2

斜材転倒防止アンカー 本

ｍ3水路及び張出し床版の部分撤去

支保工基礎

単価表の項目

撤　去　工

24

2.0

１式当り

ｍコア削孔 258.1

ｍワイヤーソー切断 195.9

仮設防護柵　移動

主桁中央径間　撤去

主桁側径間　撤去

ｍ 30.0

ｍ3 150.2

ｍ3 192.1

斜材　撤去 ｍ3 40.4
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PU
generator

PU
generator

側  面  図 S=1:300

24500

支間長  12100 支間長  29000 支間長  11600

30桁　長  5270030

9
50

1
43
6GL=29.319

1
40
0

1
00

2%2%

0.3%

ユニットキャリア　14軸×2列

1160t編成

1
00

9
50

24500

支間長  12100 支間長  29000 支間長  11600

3030

GL=29.319

1
40
0

1
00

2%2%

ユニットキャリア　14軸×2列

1160t編成

1
00

9
50

9
50

切
断

切
断

S=1:150平  面  図

5
00

8
10
0

8
50

4
50

5
00
0

4
50 3
50

5
00

支間長  12100 支間長  29000 支間長  11600

桁　長  52700

487 + 40.000

487 + 60.000

標準断面図 S=1:300

ユニットキャリア　14軸×2列

1160t編成

移動

持ち上げ

ユニットキャリア　14軸×2列

1160t編成

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２ 持ち上げ移動

後沢橋　中央径間主桁撤去図（参考図）

（接地面積　20.54m×3.2m×2 = 131.5 ㎡とする）

＊桁輸送車両

撤去桁重量

PC桁　後沢橋

＊輸送品

工事桁

桁受材

＊架台設備　　※想定

デッキリフト設備

輸送品重量

架台設備重量

車両重量

合　　計

軸　　重

輪　荷　重

接　地　圧

デッキリフト上受材

1160t積ユニットキャリア

（4軸+6軸+4軸×2列 6車連結編成）

280.0ton

504.0ton

380.1ton

504.0ton

152.0ton

1036.1ton

37.00ton

4.63ton

7.88ton/㎡

計

(14軸×2列）

(14軸×16本）

90.0ton

14.0ton

6.0ton

380.1ton

デッキリフト下受材 66.0ton

バランスウエイト 48.0ton

後沢橋　中央径間主桁撤去図（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

撤去延長　26400

撤去延長　26400

（鉄筋コンクリート375.5ｔ+鋼製高欄2.4ｔ+落下物防止柵0.9ｔ

　+複合鋼製高欄1.3ｔ＝380.1ｔ)

橋　長  52760

桁　長  52700

橋　長  52760

橋　長  52760

30 30
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側  面  図 S=1:300

9
50

1
60
0

7
85
6

1
28
4

7
30

2
62
1

2
62
1

1
62
5

1
10
81

標準断面図 S=1:300

3
00

3
00

1
60
0

7
85
6

1
28
4

2
62
1

2
62
1

1
10
81

3
00

3
00

1
62
5

Ａ桁 吊上げ→仮置き

ユニットキャリア　14軸×2列

1160t編成

ユニットキャリア　14軸×2列

1160t編成

Ｂ桁 吊上げ

多軸台車移動

Ａ桁 4050 Ｂ桁 4050

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

ＳＴＥＰ３
Ｂ桁 仮置き

Ｂ桁 4050

ユニットキャリア　14軸×2列
1160t編成

６５０ｔ吊トラッククレーン ６５０ｔ吊トラッククレーン

  ７．０

  ８．０

  ９．０

１０．０

１２．０

１４．０

１６．０

１８．０

２０．０

２６６．０

２４０．０

２１９．０

２０１．０

１７２．０

１４６．０

１２６．０

　９３．５

１５６．０

１３７．０

１２１．０

１０９．０

　９８．５

２９４．０

２６４．０

２３６．０

２４３．０

１８３．０

２２０．０

２００．０

１７１．０

２１２．０

作業半径

（ｍ）

メインブーム長さ（ｍ）

６５０ｔ吊　トラッククレーン

アウトリガー最大（１２．０ｍ）張出：全周

カウンタウエイト：１６０ｔ

メインブーム       定格総荷重表

１５．５ ２０．５ ２５．５

(単位：ｔｏｎ）

６５０ｔ吊トラッククレーン ６５０ｔ吊トラッククレーン

R14000R14
000

S=1:300平  面  図

Ａ桁 吊上げ→仮置き
Ａ
桁

Ｂ
桁

６５０ｔ吊トラッククレーン ６５０ｔ吊トラッククレーン

9
50

バタ角

Ａ桁

Ｂ桁 仮置き

バタ角

バタ角

バタ角

バタ角

Ａ桁 仮置き

1
62
5

Ｂ桁 4050

Ａ桁 仮置き

Ａ桁

26400

撤去最大吊重量

380.1ｔ÷2＝190.1ｔ

190.1ｔ÷2＝95.1ｔ

95.1ｔ×1.2(安全率)×1.25(相吊安全率)＝142.7ｔ

26400

後沢橋　中央径間取下し要領図（参考図）

PU
generator

後沢橋　中央径間取下し要領図（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

7
30

撤去ヤード

撤去ヤード
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側  面  図 S=1:100

26400

9
50

27.484m2

300

30桁　長  5270030

支間長  29000 支間長  11600支間長  12100

GL=29.319

1000

1
23
7

7
50

7
501
23
7

7
507
50 1
31
3

26400
Ａ Ａ

支間長  12100 支間長  29000 支間長  11600

3030

ワイヤソー切断ワイヤソー切断

1000

桁　長  52700

10001000

Ａ Ａ

5
00

5
00

ワイヤソー切断

ワイヤソー切断

ワイヤソー切断

ワイヤソー切断

10001000

26400Ａ Ａ

8
10
0

7
65
0

4
05
0

4
05
0

GL=29.319

取下し時ワイヤソー切断

S=1:100平  面  図

26400

2
25

7
50

2% 2%

ワイヤーソー

275275

7650

2
25

7650

アスファルト舗装版

50 1
00

地覆0.121m2

壁高欄0.159m2

控除0.385m2

5008504505000450500 350

8100

地覆0.121m2

切断面積0.349m2

2
25

7
50

1
31
3

1
31
3

1孔∅200 3孔(∅150)300

5
63

5
63

1.493m2 1.493m2

L=1313

1
53
8

0.633m20.352m2
事前切断 事前切断

1孔∅200

L=1313

1孔∅200

L=1313L=1313

1孔∅200

L=1313

15251525 1075 1075625 1125

ブロック①ブロック②ブロック②ブロック①

7650

切断面積 切断面積

1.027m21.027m2
切断面積切断面積

Ａ-Ａ断面

500850350500

850 1350

8100

断  面  図 S=1:60

標準断面

1
31
3

誘導孔予備孔 誘導孔 誘導孔 予備孔

桁吊装置用削孔φ50mm,L=1145

7
50

2
25

1
50

1
50

100

275275

ワイヤーソー
切断面積0.349m2

ワイヤーソー通し穴φ50mmワイヤーソー通し穴φ50mm

ワイヤー固定削孔φ150mm×2孔

ワイヤー固定削孔φ150mm×2孔

ワイヤー固定削孔φ150mm×2孔

桁吊装置用削孔φ50mm桁吊装置用削孔φ50mm

ワイヤー固定削孔φ150mm×2孔

吊穴φ100mm 吊穴φ100mm

1
31
3

1
14
5

1
05
5

1
00
0

1
14
5

1
05
5

1
00
0

1
31
3

1
31
3

後沢橋　中央径間取下し分割詳細図（参考図）

上フランジ 0.22m2

2
00

2
00

上フランジ 0.22m2

後沢橋　中央径間取下し分割詳細図（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

壁高欄0.159m2

t=5～10㎝

縁石0.026m2 縁石0.026m2

1
50

7
00

5
00

8
50

4
50

5
00
0

4
50
3
50

5
00

8
10
0

5
00

8
50

4
50

5
00
0

4
50
3
50

5
00

8
10
0

7
65
0

1
12
5

1
52
5

2
00

1
07
5

3
00

1
07
5

2
00

1
52
5

6
25
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S=1:400

STA.487 + 40.000

STA.487 + 60.000

STA.487 + 65.000

標準断面図 S=1:100

至
　
仙
台

至
　
青
森

１３．５０

１４．５０

１５．５０

１７．００

１８．５０

１８．５０

１８．５０

２０．００

２０．９０

２１．６０２５．１０

２４．４０

２３．００

２１．００

１９．２０

１７．６０

１６．３０

１４．００

１２．２０

１９．００

１８．１０

１７．００

１６．１０

１３．８０

１２．００

１２．８０

１１．８０

３０．１２３．４１６．７

カウンターウエイト　１７．２ｔ

1:
1.
5

1:
0.
5

1:1.4

７５ｔ吊テレスコクレーン

７５ｔ吊テレスコクレーン

1:
0.
5

７５ｔ吊テレスコクレーン

２０ｔ積トレーラ

７５ｔ吊テレスコクレーン

７５ｔ吊テレスコクレーン

７５ｔ吊テレスコクレーン

９．５

８．５

１０．０

１２．０

１１．０

９．０

７．７

７．５

８．０

（ｍ）

作業半径

７５ｔ吊テレスコクレーン

（TＫ－７５０) 定格総荷重表

メインブーム長さ（ｍ）

S=1:400側  面  図

ベント

16.3ｔ×1.2(安全率)=19.6ｔ

L=5.600m 桁最大撤去重量

11.5ｔ×1.2(安全率)=13.8ｔ

後沢橋　側径間撤去図（参考図）

方杖撤去重量

8.7ｔ×1.2(安全率)=10.4ｔ

L=5.800m 桁最大撤去重量

支間長  12100 支間長  29000 支間長  11600

30桁　長  5270030

1
40
0

5
00

8
10
0

8
504
50

5
00
0

4
50 3
50

5
00

8
10
0

桁　長  52700

支間長  11600支間長  12100

50

2
00

2
00

275 350 450 700 375 700 375 700 375 700 375 700 450 850 275

1925

7650

4@1075=43001425

500 350 450 5000 450 850 500

8100

7
50

50
1
50

9
50

車線規制（Ｒ）

3500 5750

走行車線

24500

車線規制（Ｒ）

35005750

走行車線

支間長  29000

7
00

1
50

1
00

5800 51005600 5800

5800 51005600 5800

D.L = 10.000

2%2%

(上り線）(下り線）

R8000

R11000

R80
00

R1
10
00

R1
10
00

R8000

R11000

仮設防護柵仮設防護柵

後沢橋　側径間撤去図（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

STA.487 + 50.000

4500

Gr-Am-Mo
    DEL-(O)-A2-5
   眩光防止板AI

２０ｔ積トレーラ

6000 6000
(敷鉄板） (敷鉄板）

6000

中央分離帯

敷鉄板

敷
鉄
板
-
7
2ｍ

2
敷
鉄
板
-
7
2ｍ

2

6000
敷鉄板

敷
鉄
板
-
7
2ｍ

2
敷
鉄
板
-
7
2ｍ

2

750750

35005750

走行車線車線規制（Ｒ）

(上り線）(下り線）

4500

24500

3500 5750

走行車線

750 750

２０ｔ積トレーラ

２０ｔ積トレーラ

中央分離帯

1090011400

Ｈ鋼基礎型
　　仮設防護柵

Ｈ鋼基礎型
　　仮設防護柵

Ｈ鋼基礎型Ｈ鋼基礎型

車線規制（Ｒ）

橋　長  52760

平  面  図
橋　長  52760

3030
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4600

58005600

4200
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11400
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8008001000
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下り線
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5100
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5800

50046004200800800
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1715
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Ｃ Ｄ

Ｄ

上り線

側  面  図 S=1:120

S=1:120Ｂ-Ｂ 断 面 S=1:120Ａ-Ａ 断 面

標　準　断　面　図 S=1:120

0.385m2
控除

7650

625 800 800 11254@1075=4300

3825

S=1:120方　杖　正　面　図
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上り線

S=1:120平  面  図
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1
15
5

8100

7650

9
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8100
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7650

1
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5

切断面積8.548m2

切断面積7.091m2

切断面積8.627m2

577 577

1
15
5

5.349m2
主桁

7.534m2
主桁

5
00 5
00

1
16
5

7.559m2
主桁5.894m2

主桁

2
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704
35

6
15

6
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4
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2
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S=1:120Ｃ-Ｃ 断 面S=1:120Ｅ-Ｅ 断 面

S=1:120Ｄ-Ｄ 断 面

275 275
2
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2
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2
75

2
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4
05 9
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2
15

4
15

9
64

2
13

吊穴削孔　φ100mm

ワイヤーソー通し穴削孔　φ50mm

吊穴削孔　φ150mm×3

ワイヤーソー切断

凡　例

8100

850 800 4@1075=4300 800 1350

350 850

7
50

方杖切断面積0.289m2

5
00 5
00 主桁切断面積12.883m2

方杖切断面積0.289m2

9
80

1
18
5

1
36
5

主桁切断面積13.451m2

9
80

1
13
5

1
36
5

1
12
6

1090011400

800 88008008800

後沢橋　側径間・斜材分割詳細図（参考図）

1
19
5

吊穴削孔φ100mm

ワイヤーソー通し穴削孔φ50mm

ワイヤーソー切断吊穴削孔φ150mm×3孔

吊穴削孔φ100mm

ワイヤーソー切断

ワイヤーソー通し穴削孔φ50mm

50
0

後沢橋　側径間・斜材分割詳細図（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

※（　）内寸法値は上り線の値を示す。
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後沢橋　橋面撤去工詳細図（1）

後沢橋　橋面撤去工詳細図（1）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

開閉柵・固定柵

平　面　図 S=1:100

52700

5
0
0

3
5
0

4
5
0

5
0
0
0

5
0
0 8
5
04
5
0

8
1
0
0

STA.487 + 50.000

№
0 №

1

№
-
1

№-1+6.600～№1+6.100

52700
№-1+6.600～№1+6.100

Ｂ-Ｂ’断面 S=1:10

52700

2　 

数量

5

6

3

4

2

1 　等辺山形鋼

名　　　　称

〃

SS400

規　　　　格 材　　質 備　　   考

材　料　表

本

単位

2   本

   単位数量(㎏)

4.650　  

2.440    

重量(㎏)

9.300 

4.880 

61.08 合　計

外　　装

4箇所当り

50×50×6×1050

50×50×6×550

50×50×6×475 4.200 2　 本 2.100　　〃

50×6×450 2　 2.120 本 1.060　　〃　固定端部ﾌﾟﾚｰﾄ

〃 2   本 4.320    8.640 50×50×6×975

50×50×6×450 16.000 8　 2.000　　〃 本

B
’

B

A
A'

Ａ-Ａ’断面 S=1:10

4
5
0

5
0

5
0 175135190

550

FB-6×50

L-50×50×6

L-50×50×6

3-M12
RB-φ13

1
7
5

1
7
5

3-M12

200 200 190
1050

L-50×50×6

3-M12
RB-φ13

3-M12

20021050

5
0

1
7
5
1
7
5

5
0

4
5
0

175 200 175
550

FB-6×50

FB-6×50

L-50×50×6

2-M12

RB-φ13

2-M12

4
5
0

4
0
0

2
5 125 200 200

1050

FB-6×50
L-50×50×6

2-M12

RB-φ13
2-M12

200 200 125

2
5

4
5
0

2
5

4
0
0

2
5

7 45×6×80 2　 0.340 本 0.170　　〃　開閉端部ﾌﾟﾚｰﾄ

8 40×6×80 2　 0.300 本 0.150　　〃

9 φ13×435 12　 5.420 本 0.452　　〃　縦格子材

10 M12 -　 - ―    〃  インサート

11 9.880 〃　ボルト

12 〃　ナット

13 〃　丁番

M12

M12

M12

-　 

-　 

-　 

-

-

-

―    

―    

―    

5
5
0

1
0
5
0

固定柵
W=550,H=450

固定柵
W=1050,H=450

5
5
0

1
0
5
0

開閉柵
W=550,H=450

開閉柵
W=1050,H=450

至
　

青
森

至
　

仙
台

2

箇所

固定柵・開閉柵

名　　　　称

設置高さH=450
Ｌ

規　　　　格 位置

Ｒ 2

重量(㎏)

4 61.08合　　計

　　 －

　　 － 13 / 35
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後沢橋　橋面撤去工詳細図（2）

後沢橋　橋面撤去工詳細図（2）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

鋼製高欄　その1

平　面　図 S=1:100

175 2175 24@2000=48000 2175 175

52700

5
0
0

3
5
0

4
5
0

5
0
0
0

5
0
0 8
5
04
5
0

8
1
0
0

STA.487 + 50.000

№
0

№
1

№
-
1

№-1+6.600～№1+6.100

175 2175 24@2000=48000 2175 175

52700

№-1+6.600～№1+6.100

118.6

16.5 85.6 16.5

5
9
.
3
5
9
.
3

1
1
8
.
6

118.6

3.2

1
2
5

16.5

13.5
3.2
30

6
0

L-30×30×3

S=1:20ａ部

S=1:40正面図

RBφ19 c.t.c100 

H-100×100×6/8
R-125×6×250

R-110×12×250

R-100×6×140 C-75×40×5/7

C-75×40×5/7

R-100×9×869

175 2140 40 1995 2000 1995 10

2350 6000

2315 5 5990 55

ｃ　ｂａ ｂ

35

S=1:20側面図

1
0
0

1
2
5

125

1-□125×125×3.2

4
0

5
3
9

4
0

1
0
0

2
0
0

9
5
0

2
0
0

6

1
1
5
0

1-□75×40×5/7

RBφ19 c.t.c100 

1-H100×100×6/8

1-□75×40×5/7

2-□R-100×6×140

1-R110×12×250

500

支柱切断位置

9
0
0

1
2

1
51
4
0

50

10 2020

150 150 150 150

81
19 19

81
19
90.5 81

1919
81

19
90.5

支柱切断位置

1
5
3
8

150

70 220 30

320

1
0
0

80

185 100

95 90
20
4060

195 125

φ20×40φ20×80

25

5 90 55

150150

φ20

φ14φ14*×80

10
40
40
40
45

45

130 90

S=1:20ｂ部

φ14×40φ14

25

20 90

50

30

10

S=1:20ｃ部

至
　

青
森

至
　

仙
台

切断位置
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後沢橋　橋面撤去工詳細図（3）

後沢橋　橋面撤去工詳細図（3）

-

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

鋼製高欄　その2

16　 

数量

10

13

12

11

5

9

8

7

6

3

4

2

1 　笠　　木

名　　　　称

75×40×5/7×1954

100×100×6/8×769

〃

SS400

規　　　　格 材　　質 備　　   考

材　料　表

本

単位

4   本

54　 

   単位数量(㎏)

71.880　  

27.780    

重量(㎏)

1150.08 

111.12 

701.78 

1297.92 

4762.52合　計

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料

外　　装

105.4m当り

52.700

延長(ｍ）

鋼製高欄

名　　　　称

設置高さH=1150
Ｌ

規　　　　格 位置

Ｒ 52.700

重量(㎏)

105.400 4762.52合　　計

125×125×3.2×5990

125×125×3.2×2315

本 12.996    

〃

〃

96　 個 13.520    〃

〃

〃

　支　　柱

　上部C形鋼

75×40×5/7×2074 114.80 8　 個 14.350    〃〃

切断　　　　　　　　

40×20×2.3×90 24.96 208　 個 0.120    〃〃

30×30×3.0×60 0.64 8　 個 0.080　　 〃〃　上部L形鋼

125×6×250 73.50 50　 個 1.470　　 〃〃

　上部支柱ﾌﾟﾚｰﾄ

118.6×3.2×118.6 1.40 4　 個 0.350　　 〃〃　端部ﾌﾟﾚｰﾄ

474×3.2×120 5.72 4　 個 1.430　　 〃〃　接続ﾌﾟﾚｰﾄ

80×2.3×130 1.52 8　 個 0.190　　 〃〃　ﾌﾟﾚｰﾄ

100×9×869 24.56 　4　 個 6.140　　 〃〃　縦格子端部ﾌﾟﾚｰﾄ

φ19×574 1212.60 940　 個 1.290　　 〃〃　縦格子丸棒

　　 －

　　 －

14

125×6×320 7.52 4　 個 1.880　　 〃〃

474×3.2×50 8.40 14　 個 0.600　　 〃〃

80×2.3×90 26.00 200　 個 0.130　　 〃〃

15

16

15 / 35
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後沢橋　橋面撤去工詳細図（4）

後沢橋　橋面撤去工詳細図（4）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

伸縮装置・アスファルト舗装版取壊し

D16×L

後打ちコンクリート

鋼製ジョイント（許容変位25mm）

コンクリートアンカー

（橋台側） （桁側）

スーパーリブ

S1

t=19mm

D16×L

D16ctc200

車道部A1 A2

S1

A2A1 鋼製ジョイント（許容変位25mm）

t=19mm
スーパーリブ

D16

断　面　図 S=1:50

1
0
0

1
0
0

15
17.5

45

300 77.5 300

677.5

30

S=1:5取付断面図

S=1:100平　面　図

5000

鉄筋加工図

2
5
0

90

1
0

5
5

4
5 1
0
0

1
5

4
5 1
7
.
5

7
7
.
5

2
3
0

2
3
0

100 8@200=1600 100

1505@300=1500150

1800

製　品　図 S=1:10

450

8100

500 350 5000

2.0%

500

2.0%

450 850

330
120

2500 2500
120

330

1
2
0

1
2
0

アスファルト舗装版取壊し(Type A)

12100 29000 11600

305270030

A2MR RA1 M

備　　　考

許容変位25mm

コンクリートアンカー

後打ちコンクリート

鋼製ジョイント

品　　名

補強鉄筋 S1 D16×L

D16

仕　　様

31.2

0.30

5.0005.000ｍ

100

31.2

0.30

kg

本

3ｍ

100

A1単位 A2

10.000 車道部(50㎏/1.8m）

62.4

200

0.60

合　計

材　料　表

σck=24N/mm2

単位重量
(㎏/ｍ)

27.778

鋼材重量
(㎏)

277.780

　　― 　　　―　

　　― 　　　―　

　　― 　　　―　

5
0
0

5
0
0
0

4
5
0 3
5
05
0
0

4
5
0

8
5
0

8
1
0
0

伸縮装置 伸縮装置

STA.487+50.00

№
0

至
　

仙
台

至
　

青
森

№
-
1

№
1

アスファルト舗装版取壊し(Type A)

A=260.5㎡（平均厚　75㎜）

数量表　
数 量単位 備　　考種　　別

㎡ 260.5平均厚75㎜

単価表の項目

アスファルト舗装版取壊し（TypeＡ）
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後沢橋　橋面撤去工詳細図（5）

後沢橋　橋面撤去工詳細図（5）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

複合鋼製高欄

平　面　図 S=1:100

52700

5
0
0

3
5
0

4
5
0

5
0
0
0

5
0
0 8
5
04
5
0

8
1
0
0

STA.487 + 50.000

№
0 №

1

№
-
1

№-1+6.600～№1+6.100

52700
№-1+6.600～№1+6.100

52700

1
2
0
5
8
0

7
0
0

4
0
0

複合鋼製高欄正面図 S=1:50
A1橋台側 A2橋台側

5
0

11350 3@10000=30000 11350

500 700 1000 1000 1000 500 500 5@1000=5000 500 500 5@1000=5000 500
500

5@1000=5000 500 500 5@1000=5000 500 500 5@1000=5000 500

4700 6000 6000 6000 6000 6000

500

5@1000=5000

6000

2
5
0

1
5
0

4
0
0

150

正面図

2
5
0

200

□150×150×5

□100×50×3.2×500

切断位置

2
0
0

5
0

7
5
0

1-□150×150×5×5980

側面図

(1-□150×150×5×4700)

1-□125×125×4.5×100
20

500 1000 1000

6000

500

6000

S=1:10

S=1:10

切断位置

2
5
0

1
5
0

4
0
0

2
5
0

2
0
0

5
0

7
5
0

700

500

3@1000=3000 500 5@1000=5000

500

500

500 500

500

500

500

500

500

500 500

500

500500

5@1000=5000 5@1000=5000 5@1000=5000 5@1000=5000 5@1000=5000 5@1000=5000 5@1000=5000500

6000 6000

500

6000 6000 6000 6000 6000 60004700

52700

700500 3@1000=3000 500 5@1000=5000 500
500

500 500
500

500
500

500
500

500 500
500

500500 5@1000=5000 5@1000=5000 5@1000=5000 5@1000=5000 5@1000=5000 5@1000=5000 5@1000=5000
500

6000 6000

500

6000 6000 6000 6000 6000 60004700

15
15

5

6
0

1-R60×6×60

3.2
30

3

1-R140×3.2×140

φ6

ａ部 S=1:10

16　 

数量

5

6

3

4

2

1 　笠　　木

名　　　　称

〃

SS400

規　　　　格 材　　質 備　　   考

材　料　表

本

単位

2   本

   単位数量(㎏)

133.400　  

104.800    

重量(㎏)

2134.40 

209.60 

2523.41合　計

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料

外　　装

105.4m当り

52.700

延長(ｍ）

複合鋼製高欄

名　　　　称

設置高さH=1150
Ｌ

規　　　　格 位置

Ｒ 52.700

重量(㎏)

105.400 2523.41合　　計

150×150×5×5980

150×150×5×4700 〃

140×3.2×140 2.00 4　 個 0.500　　 〃〃　端部ﾌﾟﾚｰﾄ

　　 －

　　 －

100×50×3.2×200 106　 148.61 本 1.402　　 〃〃　支　　柱 切断　　　　　　　　

〃 16   本 1.700    27.20 125×125×4.5×100 〃

6.0×6.0×60 1.60 8　 0.200　　 〃〃 個

ａ部

至
　

青
森

至
　

仙
台
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後沢橋　橋面撤去工詳細図（6）

後沢橋　橋面撤去工詳細図（6）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

落下物防止柵Ｄ　その1

平　面　図 S=1:100

175 2175 24@2000=48000 2175 175

52700

5
0
0

3
5
0

4
5
0

5
0
0
0

5
0
0 8
5
04
5
0

8
1
0
0

STA.487 + 50.000

№
0

№
1

№
-
1

№-1+6.600～№1+6.100

175 2175 24@2000=48000 2175 175

52700

№-1+6.600～№1+6.100

S=1:20側面図S=1:20正面図

ひし形金網

φ2.6X25mm

L-40X40X3.2
孔付胴縁ctc200

L-40X40X3.2
孔付胴縁ctc200

7
0

3
3
0

3
8
0

7
0

175 2075 @2000

骨線φ4

縦骨線φ6

L-40X40X3.2

3
5
0

5
0

5
0

4
5
0

L-40X40X3.2
孔付胴縁ctc200

C
A

B

D

2
0

1
7
7
5

1
7
9
5

1
7
5
0

4
0
0

5
0
0

KAB型鋼

4
5
0

2
5

2
0
0

2
0
0
0

9
2
5

5
6
0

2
2
5

1
7
0

1
9
5

4
0
0

水路

2
0

1
7
7
5

1
7
9
5

1
7
5
0

4
0
0

5
0
0

KAB型鋼

4
5
0

2
5

2
0
0

2
0
0
0

9
2
5

5
6
0

2
2
5

1
7
0

1
9
5

4
0
0

水路

2
5

2
5

2
0

胴縁取付金具M8X110

M8X70

2
0
2
0

4
0

2020

40

7
0

M8X20

M8X40
縦骨線φ6

横骨線φ4

φ4

M8X30金網取付金具

200 200

骨線取付金具

φ4

2
0

2
0

4
0

20 36 193620

7556

4075

1
3

1
7

3
0

12

9

M8X20
φ9 3.2

40

L-40X40X3.2

M8X70

S=1:4金網取付詳細図S=1:4C部詳細図S=1:4A部詳細図

S=1:4B部詳細図
S=1:4胴縁継手部

S=1:4D部詳細図

4
0

40

3
.
2

14

1
7

7

2
4

2.3 7 2.3

2.316

3
0

15 15

71

2
.
6 4
2
.
4

28.4

φ9

φ9

胴縁 S=1:2S=1:2主桁

骨線取付金具 S=1:2 金網取付金具 S=1:2

35 140 35

210

6
0

6
0

5
6
0

6

a a

PL-60X210X6

スペーサー

M12
ゆるみ止ナット

S=1:4基礎部詳細図

a-a断面図

2 8.5 2

12.5

1
2
.
5

4
.
5

5

2
2

7 5

12

15 5 5

25

4

S=1:1胴縁取付金具

30

110

M8

30

70

M8

40

M8

20

M8

（30）

S=1:2ボルト

至
　

青
森

至
　

仙
台
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後沢橋　橋面撤去工詳細図（7）

後沢橋　橋面撤去工詳細図（7）

-

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

落下物防止柵Ｄ　その2

5　 

数量

SUSM8X 70取付ボルト10

PL-60X210X6

15

14

13

12

11

U字ボルト

主柱取付プレート

取付ボルト

取付ボルト

取付ボルト

M12

M8X 20

M8X 30

M8X 40

SS400

SS400

SUS

SUS

SUS

L-40X40X3.2

5

9

8

7

6

3

4

2

1

縦　骨　線

取付ボルト

胴縁取付金具

金網取付金具

骨線取付金具

骨　　　　線

金　　　　網

胴　　　　縁

主　　　　柱

名　　　　称

φ6

M8X110

n25X12.5X2

30X16X2.3

U24X14X2.3

φ4

φ2.6X25mm

KAB型鋼

SUS

SPHC

SPHC

SPHC

SS400

SS400

規　　　　格 材　　質

ゆるみ止ナット

Ｚ=1.30cm3

Ｚ=3.71cm3

備　　   考

材　料　表

本

単位

8　 本

ｍ2
12.5 

ｍ

本

個

個

個

組

個

組

40.0 

2　 

10　 

160　 

10　 

組

組

組

組

10　 

15　 

12　 

160　 

6　 

10   

10　 

   単位数量(㎏)

3.48　　 

7.99 　　

4.40㎏/　

0.30     

0.009    

0.009    

0.016    

0.053    

0.032    

0.024    

0.020    

0.018    

0.592    

0.433    

ｍ2

0.11㎏/ｍ

重量(㎏)

17.40 

63.42 

55.00 

4.40 

0.60 

0.09 

1.44 

0.16 

0.53 

0.48 

0.29 

3.20 

0.11 

5.92 

4.33 

157.87 合　計

HDZ-35

HDZ-40

HDZ-35

HDZ-35

HDZ-35

SWMGS-7

SWMGS-7

Z-GS7

HDZ-55

HDZ-40

外　　装

10ｍ当り

52.700

延長(ｍ）

落下物防止柵Ｄ

名　　　　称

設置高さH=2000
Ｌ

規　　　　格 位置

15.787

単位数量(㎏/ｍ)

Ｒ 52.700

15.787 

10ｍ当り

1ｍ当り

15.787

 831.975

重量(㎏)

 831.975

105.400 15.787 1663.950合　　計
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後沢橋

800
00

60000

100
60

撤去ヤードﾞA≒5,000㎡

後沢橋(既）

中央分離帯開口部-50000

650t吊　　

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ

斜め移動で本線へ

多軸式台車

多軸式台車・ﾃﾞｯｷﾘﾌﾄ

組立・解体

多軸式台車

撤去橋梁の手前で90度旋回

70t吊　　

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

撤去桁取下し

小割・解体

R
1
20
0
0

R1
20

00 70t吊　　

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ

4
87

4
8 8

4
86

4
85

STA.487+10.
00～STA.487+60.0

0

撤去ヤード出入口(仮設防護柵　移動）- 30000

9
0
0
0
0

STA.485+25.00～STA.485+55.00

60000

数量表　
数 量単位 備　　考種　　別

 2.0橋面工部分撤去

単価表の項目

主桁中央径間

主桁側径間

斜材

150.2 

 

 

192.1

40.4

コンクリート縁石  2.8

合計  387.5

コンクリート構造物取壊し（TypeＡ）

S=1:1000後沢橋　中央径間運搬経路図（参考図）

後沢橋　中央径間運搬経路図（参考図）

S=1:1000

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名
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40
0

500

1000 3600 1000

5600

1:1.2 斜材

51.8ｔ

5800(5800)5600(5100)

600 1050 1050

２列目１列目 ３列目

側径間転倒防止工　L=19.0m - 8本

ア
ン
カ
ー
自
由
長
 
1
10
00

ア
ン
カ
ー
体
長
 
8
00
0

斜材転倒防止

　　ワイヤー(φ25㎜）

13400(12900)

1000 基礎コンクリート

C2-1

1
12
5

Ｈ形鋼

H300×300

Ｈ形鋼

H300×300

頭部ジャッキ

斜材転倒防止

アンカー金具

50kN～1段4基

斜材転倒防止アンカー金具

50kN～1段4基

(コンクリート端部より第1ボルトまでL=250㎜以上)

樹脂アンカーＲ19(φ20×250)

2000

4
58
8

四角支柱

筋かい

Ds4

Ds3

Dvm

Ds1

DLm

R1B2
-1

H=29
.259

m

dep 
= 21

.45 
m

Ｎ値
0 1020304050

3/34

8

13

12

4/31

20

19

28

30

23

14

16

26

26

23

39

38

41

35

46

30

0.00

0.20

2.35

6.00

8.85

16.10

21.45

10

21

11

31

10

9

22.35

23.00

24.65

25.55

27.30

Dc1

Dg1

Dc2

Dg2

Dc3

2
54
9 1
67
7

1
35
5

仮設アンカー

名　　　　称

仮設アンカー設計条件

ｄA=115㎜Ｔd=382KN/本

設計アンカー力

（残置式）

11400(10900)

※(　）内寸法値は上り線の値を示す。

アンカー体径 周面摩擦抵抗

τ＝0.20

5
00

8
10
0

8
50

4
50

5
00
0

4
50
3
50
5
00

8
10
0

STA.487 + 60.000

至
　
仙
台

至
　
青
森

5800 5100

5600 5800

600 1050 1050

1
25
0

1
25
0

1
07
5

1
07
5

60010501050

1
25
0

1
25
0

1
07
5

1
07
5

　　　

　　　

　　　

　　　

STA.487 + 50.000

11400

10900
13400

12900

側径間転倒防止工　L=19.0m

側径間転倒防止工　L=19.0m

側径間転倒防止工　L=19.0m

側径間転倒防止工　L=19.0m

1
50

7
00

1
00

50

2
00

2
00

275 350 450 700 375 700 375 700 375 700 375 700 450 850 275

192543001425

500 350 450 5000 450 850 500

8100

2%2%

7
50

501
50

9
50

１列目

３列目

１列目

３列目２列目
１列目

３列目２列目

10751250 1250 1075 17501250

5000

側径間転倒防止工　L=19.0m -8本　　　　

1
50

7
00

1
00

500 350 450 5000 450 850 500

8100

2%2%

7
50

501
50

9
50

5000

四角支柱　 　 　 　 　 　

頭部ジャッキ　 　 　 　 　 　

Ｈ鋼

H300×300

Ｈ鋼

H300×300

3
50
0

4
50

基礎コンクリート

C2-1

6＠1250＝7500

8000

1
12
5

4　 

数量

5

6

3

4

2

1 　Ｈ形鋼

名　　　　称 規　　　　格

材　料　表

本

単位

14   本

　　　　　　　　　　　　　　備　　　考

許容加重196kN(上下ベース部分300×300）

1箇所当り

1

箇所

ベント

名　　　　称

支柱式支保工
Ｌ

規　　　　格 位置

Ｒ 1

2合　　計

300×300×8000

200×200×3000

305×150 14　 個

16　 本

14   個300×300

φ48.6×4000 4　 単管つなぎ、クランプ含む　　本

7 250×250 12　 本　50kN用ｱﾝｶｰ金具

8 Ｒ19(φ20×250) 48　 本

9 φ25×8000 4　 本　ワイヤー

10 φ25×5100

　四角支柱

　頭部ジャッキ

　ジャッキ受台

　水平つなぎ材

φ48.6×4500　筋かい 単管つなぎ、クランプ含む　　

筋かい　 　 　 　 　

　

水平つなぎ

　樹脂アンカー

4　 本

11 φ25×2600 4　 本

12 Ｃ2-1　　 9　 ｍ3　コンクリート

13 Ｄ　　　 2.25　 ｍ2　型わく

注）ベント及び斜材転倒防止アンカー金具・ワイヤーは
単価表の項目「撤去工　後沢橋（既）」に計上するものとする。

平  面  図 S=1:200

側  面  図 S=1:200
後沢橋　側径間転倒防止図（参考図）

側径間転倒防止工配置断面図 S=1:100 ベント詳細図 S=1:100

後沢橋　側径間転倒防止図（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

数量表　
数 量単位 備　　考種　　別

本 16仮設アンカー（残置式）　L=19.0m

単価表の項目

側径間転倒防止工 後沢橋（既）
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+
40 +
60 +
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.4
85

+
20 +
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60

S
TA

.4
86

+
20 +
40 +
60

+
80

+
6
0

+
80

A
-S
TA
.6

A-STA.5

+40

+80

+20

+6
0

+80

E-STA.3

+20

+40

+6
0

+8
0

E
ST

A.
4

撤去ヤード出入口(仮設防護柵　移動)- 30000

10000

i≒
１
%

60000

9
0 0

00

STA.485+25.00～STA.485+55.00

S=1:1000撤去ヤード平面図（参考図）

撤去ヤード平面図（参考図）

S=1:1000

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

数量表

項　目 規　格 数量（枚）

敷鉄板（5×20） 1524×6096×22 508

敷鉄板設置箇所　

22 / 35

22/35



S
T
A
.
4
8
5

S
T
A
.
4
8
6

S
T
A
.
4
8
7

S
T
A
.
4
8
8

+
1
0

+
2
0
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0
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+
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0

+
9
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+
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+
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+
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+
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+
5
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+
6
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+
7
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+
8
0

+
9
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+
1
0

+
2
0

+
3
0

+
4
0

+
5
0

+
6
0

+
7
0

+
8
0

S
T
A
.
4
8
6
+
75

Eランプ橋(計画) 後沢橋(現況)

後沢橋(計画) 後沢橋本線橋(現況)

並行区間　L=50000

並行区間　L=50000

仮設防護柵Ｈ鋼基礎型

L=100000

仮設防護柵Ｈ鋼基礎型

L=100000

すりつけ区間　L=50000

すりつけ区間　L=50000

撤去ヤード出入口　L=30000

(撤去ヤード)

750

30004500

7503000750

24500

225035003500

7000

35003500

70003000

7502250

CL

1:1.2

1000 1000

S=1:100

現況法面ライン

FEP管φ200（ケーブル防護）

FP管φ40（２条）

後沢橋撤去前

750

30004500

7503000750

24500

225035003500

7000

35003500

70003000

7502250

CL

1:1.2

1:
1.
2

1000 1000

後沢橋側径間撤去時 S=1:100

FEP管φ200（ケーブル防護）

FP管φ40（２条）

750750

仮設防護柵Ｈ鋼基礎型仮設防護柵Ｈ鋼基礎型

図面の種類

縮    尺 図面番号図　示

事務所名

設計会社名

施工会社名

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

*　/　*

仙台工事事務所

仮設防護柵位置図

仮設防護柵

■凡 例

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

仮設防護柵位置図

S=1:1000平面図
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エンドプレート

PL12X100X268

地覆
φ139.8X4.5H300X300X10X15

支柱

地覆
H300X300X10X15

4.0X75X350X4330
ビーム

φ139.8X4.5
支柱

(メッキ仕上げ)
A種

平　面　図 S=1:50

正　面　図 S=1:50

断　面　図 S=1:50

φ139.8

300

5
4
5

1
5
5

3
0
0

1
0
0

4
4
5

5
4
5

150

150

6
0
0

ブラケット取付用ボルトビーム
4.0X75X350X4330

ビーム継合用ボルト

アンカーピン
φ19X250X50

H300X300X10X15
地覆　

側　面　図 S=1:50

4.0X75X350X4330
ビーム

種　　　別 単位 参考重量(kg)数　量規格・寸法

ガードレール Gr-A-2Bタイプ

ガードレール支柱

t4.5×70×300ガードレールブラケット

ブラケット取付ボルト M20×170

枚

本

個

64.1

2

参考重量

φ139.8×4.5×545 2

ビーム継合用ボルト

Ｈ　型　鋼

エンドプレート

吊り金具

固定用アングル

アンカーピン

M16×35

t12×100×268

t9×100×130

L100×100×13

φ19×250×50

本

本

本

個

枚

本

本

2

12

1

2

2

4

4

固定用アングル

L100X100X13

吊り金具

PL9X100X130

吊り金具

PL9X100X130

摘　　要

4ｍ当り

17.0

 1.8

 0.6

 0.2

372.0

 4.8

 1.9

 3.9

 0.9

1

基 1 467.0合　　　　計

268

59 150 59

1
0
0

5
0

5
0

エンドプレート

PL12X100X268
2-φ25キリ孔

エンドプレート S=1:10

130

65 65

吊り金具

PL9X100X130
φ42

吊り金具 S=1:10
1
0
0

5
0

5
0

100

50 50

1
0
0

固定用アングル S=1:10

固定用アングル

L100X100X13
φ25キリ孔

1
0
0

5
0

5
0

100

50 50

固定用アングル

L100X100X13
φ25キリ孔

50

アンカーピン S=1:10

2
5
0

アンカーピン

φ19X250X50

500 2000 2000 2000 2000 2000 500
300040004000

3
0
07
7
8 4
7
8 1
7
8

6
0
0

4000
500 2000 1500

4000
500 2000 1500 500

3000
2000 500

1000 1000 1000 750 750

4000
2000500

3
0
0

2000

3
0

4000
500

1
5
0

1
5
0 3
0
0

2000 2000
3000
2000

4000
500 2000 1500

4000
500 2000 1500 500

3000
2000 500

1000 1000 1000 750 750

268
5915059

300

1
0
0

2
0
03
0
0

図面の種類

縮    尺 図面番号図　示

事務所名

設計会社名

施工会社名

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仮設防護柵詳細図

仙台工事事務所

S=1:50仮設防護柵詳細図

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

Ｈ鋼基礎型
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31･ 2

･ ･

･

･

図　面　更　新　年　月

･

･

･

17･ 9

P6.0m HF250w(庭園灯)

P6.0m HF250w*2(庭園灯)

ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ

光通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ(接続箇所)

光通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

通信用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

電力用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

電力用ﾏﾝﾎｰﾙ

電力用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

公衆電話

非常電話

電灯分電盤

内照標識板

道路情報板

外照標識板

ﾌﾞﾘﾝｶｰﾗｲﾄ

Pb2.0m HF700w(投光器)

Pb6.0m HF700w(投光器)

P1.0m IL60w(庭園灯)

動力分電盤

ﾋﾞｰｺﾝ

自発光ｽﾉｰﾎﾟｰﾙ

自発光ﾃﾞﾘﾆｪｰﾀ

赤色回転灯

可変式速度規制標識

載荷板(軸重計)

保守切換盤

接地極端子盤

P12.0m-700w-NH220w

Pb(ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ付)

P1.0m IL60w(庭園灯)

P6.0m HF250w(庭園灯)

P6.0m HF250w*2(庭園灯)

ﾎﾟｰﾙ撤去跡

P6.0m HF100w(防犯灯)

Pb6.0m ﾒﾀﾙﾊﾗｲﾄﾞ1000w(ﾃﾆｽｺｰﾄ照明)

P10.0m-400w-NH220w

P10.0m-400w-NH180w

P10.0m-700w-NH700w

P10.0m-400w-HF400w

P10.0m-400w-NH360w

P12.0m-400w-NH220w

BS灯

仙台宮城IC

40

デ

ス

50

赤

端子盤

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

ｼﾞｮｲﾝﾄ桝

HP25.0m HF1000w*9

Pb13.5m NH660w*2

Pb13.5m HF400w*3(投光器)

P12.0m-700w-NH360w

P12.0m-700w-HF400w

P12.0m-700w-HF700w

P13.5m-700w-HF700w

P13.5m-1000w-HF1000w

HP25.0m HF1000w*12+NH700W*2

名称

P13.5m HF700w*2

Pb13.5m HF1000w*3

Pb13.5m HF1000w*4

Pb13.5m HF1000w*2

Pb13.5m HF1000w*6

HP15.0m HF700w*4

HP25.0m HF1000w*10

HP25.0m NH660w*3

HP25.0m HF1000w*3

HP25.0m HF1000w*7

HP25.0m HF1000w*12

記号

仙台南IC

菅生PA T

NX55w(ｶﾙﾊﾞｰﾄﾎﾞｯｸｽ照明)

NX55w(ｶﾙﾊﾞｰﾄﾎﾞｯｸｽ照明)

HF250w(外照標識板用投光器)

備考

仙台宮城IC

汚水用ﾏﾝﾎｰﾙ(公共下水道)

塩ﾋﾞ製ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝(汚水､雑排水)

排水管(ﾋｭｰﾑ管)

水道用鋼管

硬質塩ﾋﾞ管

ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ(BOX共)

量水器(BOX共)

保護管

掃除口

汚

散水栓

給水栓

V

A

H

M

SCｹｰﾌﾞﾙ直埋配線

GPSｱﾝﾃﾅ

排水桝(ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ)

薬液散布装置

CCTVｶﾒﾗ

高圧引込柱,低圧引込柱

管路(横断)

通信ｹｰﾌﾞﾙ

気象表示板

事故表示板

気象観測局

電話引込柱

管路

宮城川崎IC

笹谷IC

笹谷IC

輝度計

汚水桝

排水桝

移動無線局

薬

FB

視程計

気

事
故

気情

NTT

宮城川崎IC

名称記号 備考 名称記号 備考

築館IC～若柳金成IC　配管配線図（1）（参考図）

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東　北　自　動　車　道
後沢橋（鋼上部工）工事

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

築館IC～若柳金成　配管配線図（1）

（参考図）

－

凡　例

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北
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VE54(1)
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木戸支線11東3

S40(1)

1φ2W100V
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CA-SD4
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CD-ST1

CF-S-DT1
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VE54(1)

(CCP-AP0.65-50P)

上り線

下り線
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下り線

中分

路肩

中分
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図　面　更　新　年　月
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  ･   ･ 

30･ 2

27･ 317･ 9

19･ 2

25･ 3

1

1

HH-B

D70 D70

築館23

築館22

築館IC～若柳金成IC　配管配線図（2）（参考図）

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

築館IC～若柳金成　配管配線図（2）

（参考図）

1:2500

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事
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CD-S-DT1 CA-SD4

VE54(1)
(CCP-AP0.65-50P)

CA-SD4

395.502KP395.470KP

CD-ST1

上り線
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上り線

下り線

中分

路肩
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図　面　更　新　年　月

  ･ 

  ･ 

  ･   ･ 

30･ 2

27･ 317･ 9

19･ 2

25･ 3

1

1

1

D70

築館24

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

築館IC～若柳金成　配管配線図（3）

（参考図）

1:2500

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北

築館IC～若柳金成IC　配管配線図（3）（参考図）

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事
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E1-VE54(2)
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1φ2W100V
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VE54(1)

50
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CD-ST1

CD-SD1
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S40(1)
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上り線

下り線

上り線

下り線

中分

路肩

中分

路肩

図　面　更　新　年　月

  ･ 

  ･ 

  ･   ･ 

30･ 2

27･ 317･ 9

19･ 2

25･ 3

(PEF0.9-54P)

1
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1
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EP40(1)

B2-SC40(1)
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1 E1-VE28(1)SC(1)

1
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2 E1-VE36(1)28(1)
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築館25

CV3.5sq-2C

E2S-PS25(3)

0.65-14PFLA

CV3.5sq-2C

PS25

PS25

PS25

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

築館IC～若柳金成　配管配線図（4）

（参考図）

1:2500

株式会社ネクスコ・エンジニアリング東北

築館IC～若柳金成IC　配管配線図（4）（参考図）

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事
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一
般
国
道-

若
柳･

築
館
線

栗原市 築　館　町

町
道-

新
町

線

土工部管路工平面図（１）(参考図)

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東　北　自　動　車　道
後沢橋（鋼上部工）工事

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

土工部管路工平面図（１）(参考図)

株式会社不動テトラ　東北支店

1：2500 29 / 35
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栗原市

後 沢 道 南

築　館　町

土工部管路工平面図（２）(参考図)

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東　北　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

土工部管路工平面図（２）(参考図)

株式会社不動テトラ　東北支店

後沢橋（鋼上部工）工事

1：2500 30 / 35
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土工部管路工・光通信ケーブル詳細図（参考図）

横 断 図　　S=1:100 

波付硬質合成樹脂管(FPφ40) S=1:20

L

4
2

5
4

426 6

54

2
0
0

2
5
8

L

200

258

29 29

地中埋設用強化可とう管(FEPφ200）S=1:20 

CL
1:
1.
2

FH

現況法面ライン

FEP管φ200（ケーブル防護）

最低土被り

FP管φ40（２条）

10003000

350035007503000

70004500

750

6
00

5
50

FEP管φ200（ケーブル防護）

FP管φ40（2条）

29

8
58

50

6
00

2
58

2
00

29

1:
1.
2

断 断 図　　S=1:60 

通信ケーブル

(CCP-AP0.65-50P)

光ケーブル

(別途工事施工済)

土工部管路工・光通信ケーブル詳細図（参考図）

図　示

施工会社名

設計会社名

縮    尺

図面の種類

図面番号 *　/　*

いであ株式会社

東日本高速道路株式会社　東北支社

仙台工事事務所

東　北　自　動　車　道

後沢橋（鋼上部工）工事

事務所名

400

(別途工事施工済)

(別途工事施工済)

(別途工事施工済)

(別途工事施工済)

(別途工事施工済)
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ロボット誘導員回転灯

ジャンボコーン

※　工事区間延長確認標示

　　　規制解除端から１㎞を超えた場合、１㎞毎に１箇所表示。）

　　（規制解除端からの延長を表示。

矢印板

ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ

Ｎは、回当たりの規制箇所を示す。
※１　Ｌは、規制延長を示す。

路　 肩

走 行 車 線

追 越 車 線

中 央 分 離 帯

工事箇所

50m

20m間隔

30
m間

隔

100m100m 50m50m

規制作業協力御礼看板

交通監視員(規制付)-2名

工事概要看板

工事内容説明看板

作業内容説明看板

標識車

(2t)

100m 100m 100m 200m 100m 300m200m100m100m100m400m

1000m先

80

800m先

左車線へ

500m先

50

300m先

左車線へ

50

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

1500m先

① ② ③ ④

60

⑩ ⑪

50

⑫

追越車線規制

路　 肩

走 行 車 線

追 越 車 線

中 央 分 離 帯

1000m先

80

800m先

右車線へ

500m先

50

300m先

右車線へ

50

50

工事箇所

50m

20m間隔

30m間
隔

100m 100m 100m 200m 100m 300m

100m100m 50m50m

工事概要看板

工事内容説明看板 作業内容説明看板

交通監視員(規制付)-2名

標識車

(2t)

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑫

規制作業協力御礼看板

1500m先

① ② ③ ④

60

200m100m100m100m

⑩ ⑪

400m

走行車線規制

200m

200m

Ｍは、回当たりの切替回数を示す。

追
越
禁
止

追
越
禁
止

追
越
禁
止

追
越
禁
止

交  通  規  制  図  （ １ ）
車 線 規 制  Ｌ × Ｎ × Ｍ

（ 1 0 0 k m / h 区 間 )

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東　北　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

交 通 規 制 図 (１)

後沢橋（鋼上部工）工事
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ロボット誘導員回転灯

ジャンボコーン

※１．仮設防護柵の設置位置は、「仮設防護柵位置図」を参照。

矢印板

ﾗﾊﾞｰｺｰﾝ

100m 100m 100m 200m 100m 300m200m100m100m100m400m

1000m先

80

800m先

右車線へ

500m先

50

300m先

右車線へ

50

50

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑫② ③ ④

60

⑩ ⑪

追
越
禁
止

追
越
禁
止

路　 肩

走 行 車 線

追 越 車 線

中 央 分 離 帯

1500m先

①

50m

100m100m 50m50m200m 30m間隔―11個

標識車

(2t)

仮設防護柵L=50m

仮
設
防
護
柵
L=
5
0m

工事概要看板

工事内容説明看板
作業内容説明看板

規制作業協力御礼看板

交通監視員(規制付)-2名

交  通  規  制  図  （ ２ ）
車 線 規 制  （ R )

（ 1 0 0 k m / h 区 間 )

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東　北　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

交 通 規 制 図 (２)

後沢橋（鋼上部工）工事
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路　 肩

走 行 車 線

追 越 車 線

中 央 分 離 帯

200m 300m

50

左車線へ

5060

左車線へ

800m先 300m先500m先

50m100m 100m 50m 30
m間

隔
20m間隔

交通監視員(規制付)-2名

100m

1000m先

③

200m

200m

ロボット誘導員

回転灯

ジャンボコーン 自発光式矢印板

自発光付高輝度ラバーコーン

高輝度ラバーコーン

全方位照明設備
（規制内に1基/300m程度で設置。）

工事概要看板

工事内容説明看板

作業内容説明看板 規制作業協力御礼看板

100m 100m 100m100m100m

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

標識車
(2t)

1500m先

100m400m

80

① ②

⑫

※
１

300m 300m

追
越
禁
止

追
越
禁
止 50

交  通  規  制  図  （ ３ ）
通 行 止 規 制 （ Ｙ ）

（ 1 0 0 k m / h 区 間 )

1. 追越車線規制は16:00までに設置するものとし、※１に関しては

　 20：00に設置するものとする。

注 記

2. ※1はラバコーン及び自発光式矢印板を交互に10ｍ間隔で設置する。

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東　北　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

交 通 規 制 図 (３)

後沢橋（鋼上部工）工事
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盛岡・青森方面

料

　

金

所

　東北道側

一般道側

（国道4号）

ETC

ETC

築館料金所　閉鎖

（通行止規制実施時）

バリケード

1 2

通

行
止

仙

台
・

東

京

方
面

通

行
止

2

2

盛
岡
・

青

森

方
面

盛
岡
・
青
森
方
面

仙台・東京方面

東北道側

一般道側

（県道4号）

ETC

ETC

料

　

金

所

　

若柳金成IC　閉鎖

（通行止規制実施時）

バリケード

1

1

交通監視員

標識車

(2t)

標識車

(2t)

仙台・東京方面

数 量 表

交通監視員（Ｙ） 人・日 4 4交通保安要員 8

築館IC 若柳金成IC 合計単位項目

図面の種類

縮    尺 図面番号

事務所名

設計会社名

施工会社名

東　北　自　動　車　道

東日本高速道路株式会社　東北支社
仙台工事事務所

後沢橋（鋼上部工）工事

（通行止規制1回当り）

※交替要員1名含む

交  通  規  制  図  （ ４ ）
通 行 止 規 制 （ Ｙ ）

（ 料 金 所 部 )

交 通 規 制 図 (４)
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